
自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

法人理念とは別に事業所の理念を全職員
で考え提示している。「共に寄り添い心地よ
い生活をしていただけるよう努めます」寄り
添いについて職員一人一人からアンケート
を実施し理念について振り返りをしている。
また、事業所理念を作成時の職員が少なく
なり、現在新しい理念を職員全員で作成す
る準備及び話し合いをしている。

法人理念を踏まえ、地域密着型サービスの
事業所理念を玄関正面等に掲示している。
共有スぺースの掲示版には、職員一人ひとり
の話し合った時の理念が示され、利用者の
目に留まり読まれている姿もある。今年度
は、新しい理念を職員全員で作成するため、
今までの理念の振り返りを行いながら、利用
者に関わる際の、理念を具体化していくこと
を意識して取り組んでいる。

夏祭りや町内の敬老会に参加し地域の人と
の交流を増やしていたがコロナウイルスの
流行ののため現在は参加できていない。散
歩などに行くと近所の方からは「コロナが終
わったらまた行くよ」など声をかけてもらうこ
とも多くなっている。

滝谷地域の町内会に加入し、駐車場で夏祭
りや地域住民との交流は行われていたが、
現在は新型コロナウイルス感染防止のため、
直接の交流は行われていない。今後は、社
会状況を考慮しながら地域交流を少しずつ
進めていけるよう努めている。

地域全体に話す機会はないがコロナウイル
スの流行の前は地域の行事などに参加し認
知症について理解していただいていた。運
営推進会議実施後、会議内容を町内会長
にも報告し地域の方にも理解していただけ
るようにしている。コロナウイルスの流行の
以前は中学生の職場体験も受け入れてい
たがプレゼント訪問だけになっている。専門
学校の実習生は状況を見て受け入れてい
る。

1/11



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 (5-2)○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

併設している小規模多機能と合同で開催し
ていたがコロナウイルスの流行ののため開
催を中止しているが報告だけは行いいけん
をうかがっている。防災訓練にも参加してい
ただいていたが参加できない状態であるが
コロナウイルスの流行が落ち着いたら参加
してもらうように働きかける。

運営推進会議は併設の小規模多機能事業
所と合同で開催されていたが、現在は会議メ
ンバーへ報告し意見等は収集する形になっ
ている。今後、社会状況をみて会議を開催す
る方向に考えている。その際は、利用者にも
参加してもらうことで、より良いサービス向上
に活かせるよう心掛けている。

地域包括センターの勉強会や事例検討会
の参加している。地域包括センターの職員
協力の元虐待研修なども行っている。運営
推進会議のメンバーになっていただき意見
などもいただいたりグループホームでの認
知症の症状についての取り組みや悩みなど
を伝えている。

日頃から、市、地域包括支援センターとは連
携が取れており、相談対応にも積極的であ
る。積極的に市や地域包括支援センターが
実施する事例検討会や虐待防止の研修会に
も参加し連携を深めている。またコロナ禍以
前は、地元「グルーブホームの会」があり地
域の情報を共有しながら研修を積み重ね、ケ
アサービスの向上に取り組んでいた。

玄関の施錠に関しては、家族の要望もあり
行っているが、１日に１回利用者が玄関掃
除を行う際など開錠している。また、今回離
設された利用者がいたため、３週間ほど居
室の窓に施錠させてもらったが、その後解
除している。

事業所内において年間の研修計画があり、
年２回管理者を中心に虐待の研修とともに行
われている。現在、転倒防止のためセンサー
マットや鈴を使用しているが、職員が見守り
を行いながら定期的な見直しが行われてい
る。

虐待について外部研修で学んだことを内部
研修で伝え、、全職員で共通理解するように
している。日々の朝礼時や申し送り等でも気
になることなどは話をし、会議などでも話し
合いをしている。職員のストレスが虐待にに
つながらないよう全職員で虐待について学
び理解するように努めている

各マニュアルが整備され、「高齢者虐待防止
関連法」についてを学んでおり職員は理解し
ている。不適切な言葉かけは、その場で気付
くよう注意し対応している。入浴を嫌がる利用
者への対応については、無理強いしない事と
本人の気持ちに寄り添ったケアを継続してい
く共通認識を持っており、職員間の疲労やス
トレスにならないように対応に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

外部研修や内部研修を行い、日常生活自
立支援や権利擁護などを学ぶようにしてい
る。特に自立支援に関しては、日々職員間
で話をし過剰介護にならないように気を付け
ている。

契約時には、専門用語を使用せず説明を
し、家族の不安や疑問を理解しながら説明
させていただいている。

以前は、家族参加の行事などの時にアン
ケートなどを取り、意見や要望を取り入れた
が、コロナ化で家族参加の行事が出来ない
ので面会などの際　話を聞くようにしてい
る。その後会議などで情報共有をし改善点
などがある場合は検討している。

利用者からは日常の関わりの中で、意見や
要望を聞くようにしている。聞いたことは記録
に残し、連絡ノートで共有するようにしてい
る。現在、家族からは面会時や電話の際に
聞く機会を設けている。今回の外部評価の家
族アンケート調査を参考に、運営に関して再
確認しサービス向上に活かそうとしている。

毎月職員会議を実施し、２か月毎に定例会
議を実施している。職員の意見が言いやす
いように一人一人の意見や思いを聞き話し
合うことで業務改善に生かしている。

事前に、職員会議で話し合う議題を提案して
もらい、その中で優先順位をつけ職員間で検
討を行っている。シフト調整と業務の変更等
は「まずはやってみよう」の心構えで取り入
れ、利用者の生活に合わせた運営が行われ
ている。また、会議では全職員が発言なく終
わることがないように調整に配慮している。

処遇改善交付金の活用や有給休暇使用の
環境を整えている。資格取得や勤務状況に
応じて、やりがいを持って働けるように給料
アップなども考えている。

毎月担当の職員に内部研修を実施してもら
い、職員同士が話しやすい環境づくりをする
ことで一人一人の自信につながるようにして
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 (7-2)○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

他事業所の運営推進会議に参加するなどし
て情報交換行いながらサービス向上に生か
せるようにしている。また、秋葉区のグルー
プホームの買いがあるが、コロナ化で中止し
ているが鎮静し再開したら情報交換を行い
たい

利用前に、利用者との面談や見学などを行
いながら、情報収集や事前にかかわりを持
つようにしている。その際に利用者や家族
からの要望や意見を聞いている。

入居前に利用者の思いや家族の悩み、要
望などをお聞きし、要項な関係作りができる
よう努めている。

入居前のサービス事業所からの情報やご家
族の思い、ご利用者の希望などを話し合い
ご利用者に必要な支援ができるようにして
いる。

ご利用者と職員が共に寄り添いながらお互
いに居応力して暖かい関係を築くようにして
いる。

サービス担当者会議には、家族と一緒に実
施しご利用者やご家族の思いなどを大切に
しながら話し合いをしている。面会時に時間
を制限せず来られるときには日常の様子を
伝えホームでの様子の共有できるようにし
ている。ご家族からの要望や思いも聞きな
がらご利用者の支援をしている。　コロナ化
で面会は、窓越しで行っている

６ヶ月毎の介護計画見直し時には、利用者・
居室担当・管理者・家族が出席し、本人のこ
れからの支援についての確認を継続してい
る。季節の衣替えの支援や窓越しの面会を
通して、本人と家族の関係を大切に支援して
いる。また、年４回の「たきやだより」は、利用
者の日常の暮らしぶりや行事の様子を写真
に納め家族へ伝えている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 (9-2)○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

馴染みの場所へのドライブや買い物などに
行き思い出話しなどして馴染みの関係を保
てるよう努めている。最近は、コロナ化の為
友人たちも面会を遠慮されているも今後は
面会できるようにしていきたい。

事業所では面会場所の工夫を行い親族の面
会を継続実施している。また、気分転換にド
ライブに出かけるなど、思い出の場所や利用
者の友人の話が聞かれる事が多い。今後
も、本人にとって大事な馴染みの人や場所と
の関係が途切れないように支援に努めようと
している。

ご利用者の様子を把握し関係が上手くいく
ように席を配慮している。職員が間に入りな
がらコミュニケーションの橋渡しを行ってい
る。

入院時や当には、その後の相談やフォロー
ができるように努めている。契約が終了して
も行事等でお言葉をお掛けし、気軽に来て
いただけるように配慮している。

ご利用者にあった寄り添いを常に意識する
ようにし日々の生活でご利用者の希望や以
降の把握に努めている。家族からも情報を
聞き思い尼僧世にしている。困難な場合は、
生活歴やホームでの日々の暮らしの関わり
から把握できるよう努める。

管理者は入居前に自宅に訪問し、本人、家
族と面談しながら本人の思いや意向を汲み
取り、その人らしい暮らしができるよう支援し
ている。日々の関わりの中で挨拶を始めとし
て会話することを大切に捉え、寄り添うケアを
意識している。知り得た情報は全職員で共有
に努めている。

入所前に自宅や利用中の施設を訪れ、生
活環境が変わっても以前生活してきた馴染
みの暮らしできるよう情報収集をしている。
サービス利用の経過等伝えることで全職員
が把握するように努める。

入居前には自宅訪問を行っており、今までの
暮らしぶりの様子を把握しようとしている。ま
た、入居後の生活で新しい情報を得た場合
には情報を職員間で共有し、サービスに繋げ
ている。生活環境が変わっても安心して暮ら
して行けるよう支援に努めている。

日誌や一人一人の経過記録を確認し申し送
りで状態を把握している。ご利用者専用の
申し送りノートを活用し職員が情報を共有し
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

ご利用者の思い、ご家族の意向を担当職員
が作成したものを計画作成者が確認してい
る。必要に応じて職員同士で話し合い、３か
月に１回ご家族にも意見を聞き現状に即し
た介護計画を作成している。

毎月、職員によるモニタリングが行われ、利
用者に変化があった場合には担当者会議を
開催している。また、必ず、3ヶ月に1回は家
族へ電話にて意向確認や意見を聞き現状に
即した介護計画を作成している。プラン内容
については、1日1回実施した内容を記録に
残している。

日々の様子や変化などをここに記録し申し
送りノートなどでも情報を共有している。

それぞれに合ったサービスを提供していく為
ご利用者の様子やご家族からの情報を生
かして支援するようにしている。心療内科、
歯科往診なども取り入れ、御家族の状況に
合わせたたいおうをしている。

地域の行事に参加し交流を持つようにして
いる。ホームの行事にも近隣の人が参加し
一緒に行事を楽しむことが出来るように支
援している。ただ現在コロナウイルスの流行
の為地域の行事やホームでの行事に参加
できていない状態であるが、散歩などで近
隣の人に会うと「コロナが収まったらまた参
加してね。私たちも参加するから」など声を
かけてもらっている

入所前からのかかりつけ医を継続する人や
ホームに往診可能な主治医に希望する人な
ど状況に応じて対応している。受診の付き
添いはご家族井お願いしているが状況に
よっては職員が支援することもある。

入所前からのかかりつけ医を希望される方
や受診の付き添いが可能な利用者には、家
族にお願いするなど、利用者に合わせ対応
を行っている。事業所への往診に医師が月
に1回～2回来ており、看護師は週に1回は訪
問に来ている。24時間体制で対応してくれる
看護師と医師がいるため、職員も利用者も安
心して生活を送れている。些細なことでも併
設している小規模多機能事業所の看護師に
相談できる関係性もある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 (12-2) ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

週に1回訪問看護が入っているので、その
際に相談をしているが、職員が判断に迷っ
た時や不安な時は、訪問看護に連絡をして
指示を仰いだり主治医に連絡している。

入院時には医療機関へ行き情報交換を
行っている。退院後も安定した生活が送れ
るように、医療機関といつでも相談できるよ
うな関係つくりに努めている。

昨年１１月から見取り介護を行うことにし、入
所されているご本人・家族に確認を取りホー
ムでの看取りを希望される方にはできるよう
に支援している。看取りを希望されない方に
対してもその都度話し合いを行いご家族の
思いや希望を汲み取るようにして支援して
いる。

令和4年11月より看取り介護加算が追加とな
り、12月には隣接しているクリニックの協力医
より職員へ看取りについての講習が行われ
た。医師の協力の下、看取りを希望する利用
者の家族へは直接説明し、意向確認を行っ
てくれている。看護師、医師の協力体制が
整っているため、職員は安心して看取り介護
に取り組んでいる。

急変時の内部研修を実施し急変時や事故
発生時に備え対応の訓練を行っている。職
員会議でも職員の意見を取り入れて急変時
に対応できるようその都度話し合って対応
できるようにしている。

急変時のマニュアルは、事業所内のキッチン
のところに設置してあり、いつでも職員が確
認できるようになっている。また、急変時対応
の訓練においても、令和4年度よりは事故発
生時、特に転倒・骨折の時の対応について、
管理者が救急隊と仮定し、内線を使いながら
119番への流れを訓練実施している。

年２回、併設事業所と合同で防災設備の職
員指導の下昼夜想定の訓練を実施していた
が、コロナウイルスの流行のため、利用者
参加の訓練は行っていないが、職員が利用
者に扮した訓練や避難経路の確認を行って
いる。

コロナ禍前は、併設している施設と合同で災
害時の訓練が行われていた。その際には、
運営推進員のメンバーにも火災訓練に参加
してもらったり、利用者も参加していた。消火
訓練は1年に1回必ず行っている。併設の施
設の職員とともに、災害時の避難経路の確
認は共有確認をしており、緊急時には連携が
図れる体制が整っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

職員同士の申し送りや排泄時の伝達には
名前をイニシャルにするなどプライバシーを
配慮している。ご利用者一人一人を尊重し
た言葉遣いを心がけており誇りやプライバ
シーを損ねないようにしている。

朝の申し送りの時など、近くに利用者がいる
時は名前をイニシャルで呼ぶようにしており、
利用者のプライバシーには配慮に努めてい
る。また、排泄時の声かけは大きな声になら
ないように、なるべく耳元で声をかけるように
注意している。「言葉使い」が気になる職員に
は、管理者より指摘し、利用者の尊厳が保持
されるよう対応に注意している。

ご利用者の思いや希望を出しやすいよう職
員からコミュニケーションをとり自己決定が
出来るように確認しながら支援している。

日々の観察でご利用者のペースを把握し希
望に沿って一人ひとりに柔軟に対応できる
よう支援している。

ご利用者が着たい服を選ぶことや希望に
沿って用意するときに手伝うこともある。そ
の人らしいオシャレができるよう支援してい
る。

雑誌や新聞の広告を見ながら食べたいもの
を伺うなど職員と一緒にきめながら手作り
ケーキごはんやおやつを決めている。季節
を感じてもらえるようにどのような調理をす
ればいいかコミュニケーションっをとり職員と
一緒に食事の準備や片付けなどをしてい
る。

食事は基本的には給食が配送されてくるが、
定期的に昼食会が行われ、利用者とテレビ
や新聞、広告などを見ながら献立を一緒に考
え、一緒に調理している。コロナ禍でも感染
対策をしながらも継続されており、手作りのお
やつを作ったり、なるべく季節を感じてもらえ
るような物を作ったりして、食事を楽しんでも
らう工夫がなされている。洗い物や片付け、
食事の盛り付けなどが可能な利用者には、
三角巾と割烹着を着用してもらい手伝っても
らうなど、自身の力を発揮してもらっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

食事量、水分量を記録しご利用者の状態を
把握している。水分を充分に取れない方に
は、ゼリーや甘酒などで取ってもらえるよう
にその時の状態に合わせている。

一人一人に合わせた言葉掛けや口腔ケア
をしている。場合によっては職員が支援し食
事以外の時間にも口腔ケアをしていただけ
るよう工夫をしている。希望者のみではある
が、定期検診を行いそれぞれの口腔ケアに
ついて歯科医から助言を頂いている。

日誌やチェック表を見ながらトイレ誘導をし
一人一人の排泄ペース、パターンを把握し
ている。言葉をかけることによってトイレで排
泄できるように心掛け誘導を行うように努め
ている。

24時間チェック表に排泄のチェックがされて
おり、排便コントロールのための下剤の調節
も職員が行っている。利用者の排泄パターン
を把握し一人ひとりに合わせトイレの声かけ
を行うことにより、オムツではなくトイレで排泄
できるよう支援に努めている。

ご利用者の便の様子をチェック表にし服薬
の調整や水分補給なども行っている。体を
動かしてホーム内を歩行することや繊維の
ある食べ物や水分補給で便秘予防をしてい
居るが困難時にはかかりつけ医に相談をし
て薬の調整をしている

ご利用者の希望や状況によって入りたくな
いときなどは日にちや時間を変更している。
一人一人に合わせた会話を楽しみながら支
援している。入浴剤や音楽を流すことで気持
ちよく入浴できるように支援している。

お風呂が嫌いな利用者には、音楽を掛けたり
ゆず湯などの季節に合わせた入浴剤を使用
したりして、快適に入浴してもらえるよう工夫
している。入浴を拒否する方には、絶対に無
理強いはせず、毎日声かけ行いながら、本人
が入りたいと思う日に入ってもらい、それ以
外の日は清拭などで対応している。日にちや
時間、曜日に囚われず、本人の思いを尊重し
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

申し送りや記録でご利用者の日中、夜間な
どの様子を把握し、その人に会ったペース
で休息、安心して眠れるように支援をしてい
る

薬処方箋をここのファイルに綴じ、急な対応
でも確認できるようにしている。変更時に
は、申し送りなどで職員全員が把握できるよ
うに努めます。

今まで出来たことを変わらずできるように
ホームにいても日々の生活で散歩や買い物
に出かけ役割をもってやり喜んでいただけ
るよう支援している。がいにつながるよう支
援している。希望の外出なども取り入れ気
分転換を図るようにし

ご利用者の希望に合わせ、ご家族の協力も
いただきながら一人一人の外出を支援して
いる、季節に合わせた外出することで春夏
秋冬を感じ、ご利用者と職員がともに楽しめ
るよう行事などを計画している。

コロナ禍で買い物などの外出は中々できない
が、天気が良い日に可能であれば毎日、施
設周辺を散歩している利用者もおられる。お
花を見に行く計画を立て、ドライブに行かれ
たり、家族の協力で個々にドライブへ行くこと
もある。外出が制限されている中でも利用者
の希望を叶えられるよう職員で話し合いが行
われており、利用者も職員も楽しめるような
計画を立てている。

ご利用者一人一人の能力を理解し事業所で
管理している。必要時にはご家族と相談し
支援している。またお金が手元にないと不
安な方には、家族と相談をして無くなっても
良い金額を後利用者様に持っていてもらう。

ご利用者やご家族からの希望で取次は自
由にしている。その時の様子を把握しながら
ご利用者の思いを大切にし、いつでも電話
ができるように努めます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

天窓から明かりを取っており日差しの強い
時には手作りの日よけカーテンで空調を調
整している。ご利用者と相談し季節を感じて
もらえるような装飾や草花なども取り入れ居
心地の良い空間で過ごせるように配慮して
いる。

物干し場があり、そこから外に出て利用者が
居室の窓際のグリーンカーテンやプランター
の水やりをしたり、草むしりを行ったりできる
ようになっている。フロアには、職員と利用者
が共同で作った季節を感じられる作品などが
飾られており、アットホームな環境で居心地
の良い空間作りが行われている。

壁のシミが少し目立っていたり、脱衣
場の高いところに洗剤などが多く置か
れていたりするため、安全性に考慮し
た整理整頓・環境整備が求められると
ころである。今後は利用者目線での
配慮と気配り、快適な共有空間づくり
が期待される。

ご利用者一人一人の状態に合わせ安全面
を配慮しながら押し車の置き場所や家具な
どを設置している。必要に応じて滑り止め
マットも使用している。

日々の様子を見ながら好きな場所で居心地
よく過ごせるようソファを用意している。ご利
用者同士気の合う方とお話ができるように
席なども配慮している。

ご利用者とご家族と相談して使い慣れた馴
染みの物を持ち込んでいただきその方に必
要なものを自由に飾っていただいている。
ホームでも居心地よく過ごしていたけるよう
に配慮している。

居室内には特に不可するものはなく何でも持
参することができることを伝え、利用者が使
い慣れたものを家族と相談し馴染みのものと
して持参してもらっている。広すぎない居室空
間で利用者のペースで自由に過ごしてもらっ
ている。
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